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為替レート

為替レートの変動要因

中長期的な方向性をつかむ
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購買力平価とは、為替レートが2国間の①購買力の比率と、
②物価上昇率の比率に応じて変化するという考え方です。

①同じハンバーガーが米国で1米ドル、⽇本で120円とすると、
1米ドルと120円で同じものが買える（購買力が等しい）
ので、為替レートは1米ドル＝120円が妥当という考え方。

②同じハンバーガーが米国で1.2米ドルに値上がりし、⽇本で
は120円のままとすると、米国の通貨価値は下落し、円
高・米ドル安に動くという考え方。

実際の為替レートが購買力平価から乖離することはしばし
ばあります。ただし、大きく乖離している状況では輸出入に有
利・不利が生じるなどし、為替レートは中長期的には購買力
平価の水準に向かうと考えられています。為替レートの中長
期的な方向性を探るうえでは有効な考え方と言えます。

為替レートは基本的には、その通貨
を「買いたい」という需要と「売りたい」
という供給のバランスで決まります。

需給を動かす要因は様々ですが、中
長期的なトレンドをつかむには、購買
力平価という考え方があります。

為替レートとは、異なった二つの通貨の交換比率です。円と
米ドルなら「1米ドル＝100円」などと表⽰され、そこから1米ド
ルが120円に上昇すると「円安・米ドル高」、80円に下落する
と「円高・米ドル安」となります。

為替レートは基本的には、その通貨を「買いたい」という需要
と「売りたい」という供給のバランスで決まります。需給を動かす
要因は様々で、要人の一言で短期的に為替が動くこともあり
ます。中長期的なトレンドをつかむには、購買力平価という考
え方があります。

1米ドル＝120円

1米ドル＝100円※

【ハンバーガー】
120円

【ハンバーガー】
1米ドル

【ハンバーガー】
120円

【ハンバーガー】
1.2米ドル

米国で物価上昇

①

②

※1.2米ドル＝120円 → 1米ドル＝100円
上記は「購買力平価」の全てを説明するものではありません。

■為替レートに影響を及ぼす事柄

短期

長期

要人の発言
例:トランプ米大統領のドル高支持の発言

地政学リスク
例:戦争や紛争

金利差
例:米利上げによる新興国からの資金流出

経常収支
例:経常黒字国は通貨高

購買力平価
上記は為替レートの変動要因の全てを説明するものではありません。

■購買力平価の考え方

円高・米ドル安
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